
��みんなの広場みんなの広場 
　 【【ひとこと・風の便りひとこと・風の便り…】p…】p����～～����

��まちの話題ま ちの話題
【神郷太鼓田植　 【神郷太鼓田植��】】pp����～～����

��はつらつ健康ひろばはつらつ健康ひろば
【　 【食中毒に注意しましょう食中毒に注意しましょう】p】p����～～����

��おしらせおしらせ p p����～～����

��ハッピーバースデーハッピーバースデー  p p����

��������	
��
��
����������	
��
��
�

���� ��
平成平成������
（（��������年年）） 
��������
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交
通
環
境
が
よ
り
充
実
�

市
街
地
循
環
バ
ス

運
行
開
始

������

������������

���������

���������������

����������������

������

��������	
���
�

　

市
街
地
の
公
共
交
通
を
充
実

さ
せ
る
目
的
で
、
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
た
市
街
地
循
環
バ
ス

「
ら
・
く
る
っ
と
」
の
運
行
が

�
月　

日
�
か
ら
始
ま
り
ま
し

��

た
。

　

運
行
初
日
に
は
、
Ｊ
Ｒ
新
見

駅
前
で
関
係
者
が
出
席
し
て
出

発
式
を
行
い
、
運
行
の
安
全
を

祈
願
し
ま
し
た
。

　

公
共
交
通
の
充
実
は
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
要
望
も
強
く
、

市
で
は
、
新
見
市
地
域
公
共
交

通
会
議
を
通
じ
て
、
市
全
体
の

公
共
交
通
の
在
り
方
に
つ
い
て

協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
医
療
機
関
や
商
業
施

設
な
ど
、
多
く
の
人
が
利
用
す

る
施
設
が
集
中
し
て
い
る
市
街

地
の
公
共
交
通
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
が
、
多
く
の
市
民
の
み
な

さ
ん
に
と
っ
て
有
益
に
な
る
と

の
考
え
か
ら
、
今
回
の
運
行
が

決
定
し
た
も
の
で
す
。

　

市
街
地
で
は
、
便
数
が
少
な

い
こ
と
や
路
線
の
な
い
地
域
が

あ
る
こ
と
な
ど
、
決
し
て
十
分

と
言
え
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
バ
ス

路
線
の
な
か
っ
た
西
方
地
域
に

初
め
て
乗
り
入
れ
を
行
う
ほ
か
、

運
行
時
間
に
つ
い
て
も
路
線
バ

ス
の
運
行
が
少
な
か
っ
た
時
間

帯
に
運
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
き
め
細
や
か
な
市
街
地
公

共
交
通
が
実
現
す
る
よ
う
工
夫

さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

市
街
地
に
お
住
ま
い
の
人
は

も
ち
ろ
ん
、
周
辺
地
域
の
人
も
、

Ｊ
Ｒ
や
路
線
バ
ス
と
の
併
用
に

よ
り
医
療
機
関
へ
の
通
院
や
買

い
物
な
ど
が
と
て
も
便
利
に
な

る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
運
賃

　

�
回
の
乗
車
に
つ
き　

　

�
�
�
円

※
た
だ
し
、
未
就
学
者
は
無
料

（
小
人
割
引
制
度
や
障
害
者

割
引
制
度
、
路
線
バ
ス
の
定

期
券
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。）

�
運
行
数

　

石
蟹
駅
前
〜
上
市
横
見

　

の
間
を
休
日
も
含
め　

　

毎
日
�
往
復

「ら・くるっと
」の愛称が採

用された

 南 　 敦  司 さ
んへみなみ 

あつ し

１年間無料
パスを贈呈

運転手さ
んへ花束

贈呈

テープカ
ット



市街地循環バス� 路線図�

高　尾�

長谷川病院�

中国新見�

一中前�

昭和町�

御茶屋橋�

渡辺病院前�

思誠小学校前�

新見高校前�

日の出町�

市役所前�

水　舟�

荒　堀�

正田上組�

下　組�

今　見�

サンパーク新見�

井手口�

石蟹上�

石　蟹�

新見駅�

金谷上�

江道町�

太田病院前�

中央病院口�

横　見�

北進路線�
（石蟹→新見駅→横見）�

既設停留所�

新設停留所�
南進路線�

（横見→新見駅→石蟹）�

向　田�

宮の前�

下　町�

大学前�

西方小学校前�

西方土井�

くろかみ前�

一中北�

一中前�

ＪＡ前�

上　市�

起点�
・�
終点�

起点�
・�
終点�

����������
���������

�����

����� �����

既設停留所のほか、新たに�か所

の停留所が設けられました。停留

所の様子と、利用者のみなさんの

声を紹介します。

■問い合わせ先　生活環境課生活交通係（������）

【注意】
起点・終点となる石蟹停留所と横見停留所では、車両整備や時間調整のため、
次の便までに空き時間が生じます。運行時刻および路線をご確認のうえ、ご
利用ください。
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中央病院口

ＪＡ前

�����
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　�月��日�のアナログテレビ放送終了まであとわず

かです。地デジの準備はお済みでしょうか？アナログテ

レビのまま何もしないと、テレビを見られなくなります

ので、一日も早く地デジの準備完了をお願いします。

　「どうすればいいかわからない」、「地デジの準備をし

たが、テレビが映らない」という人は、今すぐデジサポ

岡山（総務省岡山県テレビ受信者支援センター）へご相

談ください。

�����������

��������	
� 下記の方法があります。

デジタルテレビに換える1 地デジチューナーを使う2 ケーブルテレビに加入する3

デジタルテレビ
地デジチューナー

現在ご使用
のテレビ

現在ご使用のテレビ

※③ケーブルテレビへ加入すると、平成��年�月末まで（予定）は地デジチューナー
なしで、現在ご使用のアナログテレビにより地上デジタル放送をご覧になれます。

　くわしくは下記へお問い合わせください。

■申し込み・問い合わせ先
　　　　　株式会社吉備ケーブルテレビ 新見支局
　　　　　フリーダイヤル　����－���－���

地デジに関する問い合わせ先

デジサポ岡山（総務省岡山県テレビ受信者支援センター）　����－���－����
平日：�：��～��：��、土・日・祝日：�：��～��：��

��������	
�
�
��������

　総務省では、経済的な理由で地デジの準備ができない世帯に簡易なデジタルチ
ューナー�台を無償で給付する支援を行っています。申込期限は�月��日ですが、
申し込みから完了まで約�～�か月かかる見込みですのでお急ぎください。くわ
しくは総務省地デジチューナー支援実施センターへお問い合わせください。

　ＮＨＫ受信料全額免除世帯　  �����－������
　市民税非課税世帯　　　　　  �����－������



����������
���������

������

日土金木水火月

��������

�
月

まなび広場
にいみ

まなび広場
にいみ

まなび広場
にいみ

まなび広場
にいみ

神郷支局神郷支局

��������������

まなび広場
にいみ

まなび広場
にいみ

まなび広場
にいみ

まなび広場
にいみ

哲多支局哲多支局

��������������

まなび広場にいみまなび広場
にいみ

まなび広場
にいみ

まなび広場
にいみ

哲西支局哲西支局

��������������

まなび広場
にいみ

まなび広場
にいみ

まなび広場
にいみ

まなび広場
にいみ

大佐支局大佐支局

�������

�
月

まなび広場
にいみ

まなび広場
にいみ

まなび広場
にいみ

神郷支局神郷支局

������������

まなび広場
にいみ

まなび広場
にいみ

まなび広場
にいみ

哲多支局哲多支局

��������������

まなび広場
にいみ

まなび広場
にいみ

まなび広場
にいみ

哲西支局哲西支局

��������������

まなび広場
にいみ

まなび広場
にいみ

まなび広場
にいみ

まなび広場
にいみ

まなび広場
にいみ

��������
��������	
�

　デジサポ岡山では、地デジのあらゆる相談にお応えする
臨時相談コーナーを下記の場所に開設します。お気軽にご
利用ください。（相談は無料です。）

�場　所　まなび広場にいみ：新見市新見���－�
　　　　　大佐支局：新見市大佐小阪部����
　　　　　神郷支局：新見市神郷下神代����
　　　　　哲多支局：新見市哲多町本郷���－�
　　　　　哲西支局：新見市哲西町矢田����

�時　間　��：��～��：��（事前の予約は不要です）
　
�開催日　下記のとおり

��������	
	��
����

※アナログテレビ
　放送終了
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国民健康保険
に関するお知らせ

国
民
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
て
い
る
人 
へ

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
に

変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や

か
に
市
民
課
国
保
年
金
係
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

�
届
け
出
に
必
要
な
も
の　

《
国
保
加
入
》

◇
社
会
保
険
・
厚
生
年
金
喪
失

証
明
書
な
ど

◇
印
鑑

◇
運
転
免
許
証
な
ど

《
国
保
喪
失
》

◇
新
し
い
社
会
保
険
の
保
険
証

◇
印
鑑　
　
　

◇
国
保
の
保
険
証

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

は
、
事
前
の
申
請
に
よ
り
医
療

機
関
で
支
払
う
入
院
時
の
自
己

負
担
金
お
よ
び
食
事
代
が
減
額

に
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、　

歳
未
満
の
国
民
健
康
保

��

険
被
保
険
者
で
、
市
民
税
課
税

世
帯
の
人
も
、
事
前
の
申
請
に

よ
り
医
療
機
関
で
支
払
う
入
院

時
の
自
己
負
担
金
が
限
度
額
ま

で
に
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

�
月
末
ま
で
有
効
の
認
定
証

を
お
持
ち
の
人
で
、
更
新
の
手

続
き
を
さ
れ
た
人
に
は
、
新
し

い
認
定
証
を
�
月
下
旬
に
お
送

り
し
ま
す
。
ま
だ
認
定
証
を
お

持
ち
で
な
い
人
で
、
減
額
ま
た

は
限
度
額
の
認
定
を
希
望
さ
れ

る
人
は
市
民
課
国
保
年
金
係
ま

た
は
支
局
・
市
民
セ
ン
タ
ー
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行

為
に
よ
り
、
け
が
を
し
た
場
合

で
も
、
届
け
出
に
よ
り
国
民
健

康
保
険
で
治
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
国
民
健
康
保
険

が
医
療
費
を
一
時
的
に
立
て
替

え
、
あ
と
で
加
害
者
に
費
用
を

請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
す
ぐ

に
警
察
に
届
け
、
事
故
証
明
書

を
も
ら
う
と
同
時
に
市
民
課
国

保
年
金
係
へ
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

�
届
け
出
に
必
要
な
も
の　

　

◇
保
険
証

　

◇
印
鑑

　

◇
事
故
証
明
書

　

対
象
者
が
医
療
機
関
に
か
か

る
際
、
窓
口
で
支
払
う
医
療
費

の
負
担
割
合
は
原
則
�
割
で
す

が
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る

人
は
�
割
に
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

対
象
者
全
員
に
、
交
付
年
月

日
が
�
平
成　

年
�
月
�
日
�

��

と
記
載
さ
れ
た
新
し
い
受
給
者

証
を
お
届
け
し
ま
す
。
有
効
期

限
切
れ
の
受
給
者
証
は
、
細
か

く
破
り
捨
て
る
な
ど
に
よ
り
確

実
に
処
分
す
る
か
、
市
民
課
国

保
年
金
係
ま
た
は
支
局
・
市
民

セ
ン
タ
ー
へ
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

 　
　

市
民
課
国
保
年
金
係

 　
　

（
�
�
�
�
�
�
）

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
��
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�

�

�
�
��

�
�
�

��

��
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　　　国民健康保険（国保）では、加入は世帯単位になっています。国保税納付も世帯単位で行い、世帯主に納

付義務があります。世帯主本人が職場の健康保険などに加入しており、国保の加入者ではない場合でも、世

帯の中に国保の加入者がいれば、国保税納付義務は世帯主にあるので、通知書は世帯主に送付されます。　

なお、平成��年度国保税決定通知書は�月中旬にお届けします。

���������	
　　　国保税額は、下記の税率による「所得割額」と「均等割額」と「平等割額」の合計額です。なお、「所得割額」は

前年中の所得などにより算定されますので、必ず所得の申告をしてください。所得の無い人や、税金上の扶養

親族になっている人も所得の申告が必要です。（前年中の所得が給与または公的年金のみである人は除く。）

　　　また、所得などの一定の要件に該当する世帯の国保税額は、�割・�割・�割の軽減がそれぞれ適用されます。

※医療保険分、後期高齢者支援金分、介護保険分の賦課限度額（上限）が変更になりました。

　医療保険分（��年度）�������円→（��年度）�������円　後期高齢者支援金分（��年度）�������円→（��年度）�������円

　介護保険分（��年度）�������円→（��年度）�������円

��������	

　　　国保税を納めるのは、会社を辞めたときなど国保の加入者としての資格を得たときからで、国保の担当窓
口に届け出をしたときからではありません。

　　※年度（�月～翌年�月）の途中で、国保へ加入したりやめたりしたときは、月割で計算します。

��������	
��
	���
　　　平成��年�月から、倒産・解雇や雇い止めなどの一定の理由による離職によって雇用保険を受給している

人は、申請によって最大�か年度国民健康保険税が軽減されます。

　　軽減額・前年の給与所得をその��／���とみなして税額を算定します。

　　対象者・退職時��歳未満で「雇用保険受給資格者証」離職理由“��������������������������”に該当する人。

問い合わせ先 � 税務課市民税係　������

介護保険分
（��歳～��歳が対象）

後期高齢者支援金分
（�歳～��歳が対象）

医療保険分
（�歳～��歳が対象）課税の基礎

�.��%�.��%�.��%
被保険者それぞれの前年中の所得 
（基礎控除額��万円）

所得割額

�,���円�,���円��,���円被保険者�人につき均等割額
�,���円�,���円��,���円�世帯につき平等割額
 ���,���円 ���,���円���,���円賦課限度額

■平成��年度  税率

■平成��年度  納期

�月�月�月��月��月��月�月�月�月�月�月�月月

�期 
（�／��）

�期 
（�／��）

�期 
（��／��）

�期 
（��／��）

�期 
（��／��）

�期 
（�／��）

�期 
（�／��）

�期 
（�／�）

普通徴収

年金
天引き

年金
天引き

年金
天引き

年金
天引き

年金
天引き

年金
天引き

特別徴収

※納付回数はそれぞれ異なりますが、いずれの納付方法でも総額は変わりません。

�月�月�月��月��月��月�月�月�月�月�月�月

 年度の途中で国保に加入する場合

国保に加入した月から国保税を納めます。
（国保の担当窓口に届け出をした月からではありません。）

�国保に加入

年間国保税額の����を納めます

�月�月�月��月��月��月�月�月�月�月�月�月

 年度の途中で国保をやめる場合

国保をやめた月の前月分まで国保税を納めます。

�国保を脱退

年間国保税額の����を納めます
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　　　後期高齢者医療制度では、全ての被保険者が保険料を負担することになっています。

　　　保険料は、被保険者全員が負担する「均等割額」と被保険者の所得に応じて負担する「所

得割額」の合計額になります。

��������	

　　◆保険料率は広域連合ごとに設定され、�年ごとに見直されます。

　　　（平成��年度は、見直しはありません。）

���������
　�．被扶養者であった人に対する軽減措置

　　　後期高齢者医療制度加入の前日に、会社の健康保険などの被扶養者であった人は、均等割

額が�割（当分の間特例として�割）軽減され、所得割額はかかりません。

　�．均等割額の軽減措置

　　　所得の低い人は、世帯の所得水準に応じて均等割額が軽減されます。

　　◆基礎控除額などの金額は、税制改正などにより変更になることがあります。

　　◆軽減の判定は、賦課期日現在で行われます。

後期高齢者医療制度
について

平成 ��年度 保険料について

※�割軽減に該当する世帯は、当分の間特例として���割軽減されます。

※�　���円未満の端数は切り捨てます。また、どんなに所得の高い人でも�������円が上限となります。

※�　所得・・・雑（年金）所得、事業所得、給与所得、譲渡所得などの合計額

所得割額

（所得（※2）－���,���円）×所得割率�.��％

均等割額

�������

一人当たりの
年間保険料

限度額���,���円（※1）
＝ ＋

世帯主およびその世帯の被保険者の合計総所得金額などが下記の金額以下の場合軽減割合

基礎控除額（�������円）を超えない世帯で、被保険者全員が
年金収入�������円以下（その他の各種所得がない場合）

�割軽減

基礎控除額（�������円）
�割軽減
※�.�割軽減

基礎控除額（�������円）＋�������円×被保険者数
（被保険者である世帯主を除く）

�割軽減

基礎控除額（�������円）＋�������円×被保険者数�割軽減
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　�．所得割額の軽減措置

　　　賦課のもととなる所得金額（所得－���,���円）が���,���円以下の人は、所得割額が�　

　　割軽減されます。
　

��������
　�．特別徴収（保険料を年金から天引きすること）

　　　年金を年額���,���円以上受け取っていて、介護保険と後期高齢者医療制度の保険料の合計

額が年金受給額の�分の�を超えない場合は、原則として年金から保険料が天引きされます。

　　　口座振替による納付をご希望される場合は、申請により特別徴収から口座振替に変更する

こともできます。ただし、滞納がある場合などは別途相談が必要になることがあります。

　　※��歳になられた場合や他市町村から転入された場合などは、しばらくの間年金から天引き

されず、納付書などで納めていただくことになります。

　�．普通徴収（保険料を納付書や口座振替などにより納めること）

　　　特別徴収以外の人は、納付書や口座振替などにより納めていただきます。

被保険者証・認定証の更新について

������
　　　更新手続きは不要で、�月下旬に新しい被保険者証を郵送でお届けします。

　　被保険者証には、医療機関の窓口での自己負担割合が表示されています。自己負担割合は�

　　割または�割（現役並み所得者）で、前年の所得により毎年判定をします。

���������	
��
��������
　　　市民税非課税世帯に属する被保険者が入院した場合、医療機関の窓口で認定証を提示する

ことにより、医療費や食事代の支払額を減額することができます。

　　　該当となる人で、まだ認定証をお持ちでない場合は申請が必要です。

　　　現在認定証をお持ちで、引き続き該当となる人については更新手続きは不要で、�月下旬

に新しい認定証をお届けします。ただし、一部手続きが必要となる人（所得や入院日数など

　　の確認が必要な場合）には、手続きのご案内をお届けします。

　　　認定証の交付をご希望の人は、市民課国保年金係、または支局・市民センターで手続きを

してください。

���������	�
��
　　　現在お持ちの被保険者証および認定証の有効期限は、�月��日�までとなっています。�

月�日�以降に細かく破り捨てるなどにより確実に処分していただくか、市民課国保年金係、

または支局・市民センターへ返還してください。

市民課国保年金係　（������）
大佐支局（������）　哲多支局（������）
神郷支局（������）　哲西支局（������）

問い合わせ先
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　国民年金には、所得が少なく保険料を納めることが困難な場合に、本人の申請によって保険料

納付が免除される「保険料免除制度」があります。この制度は、本人とその配偶者および世帯主

の前年の所得が一定の基準額以下の場合に承認され、保険料の全額が免除される「全額免除」

のほかに、世帯の所得に応じて保険料の一部を納付して残りが免除される「一部納付（一部免

除）」があります。

　また、世帯主の所得が多いため保険料免除に該当しない場合でも、本人が��歳未満の場合、

本人および配偶者の所得が審査基準を満たせば、保険料納付が猶予される「若年者納付猶予制

度」の該当になります。

　これらの保険料免除期間は、年金受給に必要な期間に算入されますが、年金額を計算する場

合は「全額免除」は�分の�（平成��年�月分までは�分の�）、「�分の�納付」は�分の�

（平成��年�月分までは�分の�）、｢�分の�納付｣は�分の�（平成��年�月分までは�分

の�）、「�分の�納付」は�分の�（平成��年�月分までは�分の�）となります。

　なお、若年者納付猶予期間については年金額に反映されませんが、��年以内であれば保険料

をさかのぼって納めることができます。ただし、�年を過ぎると加算額がつきます。経済的な余

裕ができた時は、追納をお勧めします。

　くわしくは、市民課国保年金係または日本年金機構高梁年金事務所国民年金課までお問い合

わせください。

��������
��������

（注）「所得」は給与所得控除や必要経費などを控除したもので「収入」とは相違します。
※若年者納付猶予は全額免除と同基準となります。
※離職者、震災・風水害などの被災者は所得に関係なく該当する場合がありますのでご相談ください。

��������

市民課国保年金係（������）　日本年金機構高梁年金事務所国民年金課（�����-��-����）

■免除の対象となる所得（注）の目安 （平成��年度）
一部納付

全額免除世帯構成
�分の�納付�分の�納付�分の�納付

�,���,���円�,���,���円�,���,���円�,���,���円
�人扶養

（夫婦・子ども �人）

�,���,���円�,���,���円�,���,���円　���,���円
�人扶養
(夫婦のみ)

�,���,���円�,���,���円　���,���円　���,���円単身世帯

������������	
��
�����������������《毎日》�：��・��：��・��：��・��：��

�����������	
��
��������������	�
��
���　《毎日》��：��・��：��・��：��
にゅう

��������	
��
���
	������������	�������　《毎日》��：��・��：��
��������	
��
���������　《毎日》��：��
��������	
��
�������������������　《毎日》�：��・��：��・��：��
��������	
��
�������
�������������　《毎日》��：��・��：��
���������	
��
������
��
���������　《毎日》��：��

※上記番組放送時間以外は、文字放送（市からのお知らせなど）を放送しています。

■問い合わせ先　企画政策課広報係��������

����������� �����
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■電子申請および受験申込書等の入手方法

　�電子申請、またはホームページから出力される場合                                       
　　　市ホームページ（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ�ｃｉｔｙ�ｎｉｉｍｉ�ｏｋａｙａｍａ�ｊｐ）から、電子申請で直接申し込むことができ

ます。また、様式のダウンロードも可能です。郵送または直接総務課人事係へ申し込む場合は、Ａ�用紙に
プリントアウトしてご使用ください。

　�直接取りに来られる場合
　　　総務課人事係および各支局で交付します。

　�郵便により請求される場合
　　　おもてに「受験申込書等請求」と朱書きした封筒に、試験区分がわかる送付文（任意様式）と、宛て先を
明記して��円切手を貼った返信用封筒（長形�号）を必ず同封して下記の申込先へ請求してください。

�������
市では、来春採用予定の職員採用候補者試験を次のとおり実施します。

■試験日および会場

　�月��日�　　新見市総合福祉センター、山村開発センター（消防職体力検査：新見市民体育館）

■受付期間

　�月�日�～�月19日�午前�時��分～午後�時��分（当日必着）　ただし、土曜・日曜日は電子申請以外の受付ができません。

■試験区分、受験資格、人数

予定人数受験資格 試験区分

��名以上
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有する人、
または平成��年�月末日までに卒業見込みの人

事務職

若干名

�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有する人、ま
たは平成��年�月末日までに卒業見込みの人

�身体障害者福祉法第��条に定める身体障害者手帳の交付を受けている人
�活字印刷文による出題、口頭による面接に対応できる人
�自力で通勤でき、かつ介護者なしで職務の遂行が可能な人

事務職
（身体に障がいのある人）

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有し、保育士
かつ幼稚園教諭の資格を有している人、または平成��年�月末日までに取得見込
みの人

保育士・
幼稚園教諭
（兼事務職）

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校、専門学校または大学において
土木（農業土木を含む）系学科を履修し卒業した人、または平成��年�月末日ま
でに卒業見込みの人

土木技術職
（兼事務職）

若干名

�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有する人、ま
たは平成��年�月末日までに卒業見込みの人

�採用後は新見市に居住し、市内全域に通勤が可能な人
�身体強健で、運動機能などに障がいがなく、次の条件により消防職員としての適
格性を認められる人　　

　①身　長　男性����以上、女性����以上
　②体　重　身長に比べ適当であること
　③握　力　男性　両手とも���以上、女性　両手とも���以上
　④肺活量　男性�,����以上、女性�,����以上
　⑤視　力　矯正視力を含む両眼で�.�以上かつ一眼でそれぞれ�.�以上の視力で、
　　　　　赤色、青色および黄色の色彩の識別ができること

　⑥聴　力　正常で言語明瞭であること
�普通自動車（マニュアル車）以上の運転免許所有者（取得見込者を含む）
※採用後�年以内に中型免許を取得のこと。
※なお、ヘルニアおよび腰痛の既往症のある人は、消防職務遂行上支障となり、医
師の診断を受けていただきますので必ず申し出ること。

消防職

＊上記にかかわらず、次のいずれかに該当する人は、受験できません。
（�）　日本国籍を有しない人
（�）　地方公務員法第��条に規定する欠格条項に該当する人
　　　・成年被後見人または被保佐人
　　　・禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたはその執行を受けることがなくなるまでの人　など

申し込み・問い合わせ先 � 総務課人事係　〒���-���� 新見市新見���番地�（������）
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「
地
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う
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税
金
関
係 
の 
お 
知 
ら
せ

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
へ

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
所

得
税
の
軽
減
・
免
除
が
受
け
ら
れ
、
税
務
署
で
手
続
き
を

行
う
こ
と
で
所
得
税
が
還
付
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
源
泉
所
得
税
の
徴
収
猶
予
や
還
付
、
廃
車
と

な
っ
た
自
動
車
の
自
動
車
重
量
税
の
還
付
な
ど
の
特
例

が
あ
り
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
地
方
税
に
つ
い
て
も
、
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、

自
動
車
税
な
ど
の
特
例
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
お

住
ま
い
の
都
道
府
県
ま
た
は
市
町
村
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　　

被
災
地
の
自
治
体
へ
の
寄
附
金
、
自
治
体
を
通
じ
て
の

被
災
者
へ
の
義
援
金
は
「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
と
し
て
住

民
税
・
所
得
税
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
日
本
赤
十
字

社
や
中
央
共
同
募
金
会
な
ど
へ
の
義
援
金
も
「
ふ
る
さ
と

寄
附
金
」
と
し
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
総
務
省
東
日
本
大
震
災
関
連
情
報
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.so
u
m
u
.g
o
.jp

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。　

■
問
い
合
わ
せ
先　

新
見
税
務
署
（
�
�
�
�
�
�
）

�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支

援
の
た
め
、
多
く
の
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
義
援
金
は
、
�
月　

日
現
在

��

で�
� , 
�
�
� ,
�
�
�
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

義
援
金
は
引
き
続
き
受
け
付

け
て
お
り
、
随
時
被
災
地
へ
送

付
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
公
表
す
る
こ
と
に
同

意
を
い
た
だ
い
た
法
人
、
団
体

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

�
�
�
��
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�

金　　額氏　　名
��,���新見�条の会
��,����丸大中町店　お客様一同
��,����丸大
��,����丸大中町店　従業員一同
��,���新見市GG協会
���,���昭和町第�ＦＯＳ少年団・思誠第�ＦＯＳ少年団合同育成会
���,���石田石油�
�,���軽食喫茶なかよし
��,���神代郷土民謡保存会
��,���哲西町はやし田植保存会
��,���宮坂流新見支部哲西教室
��,���大佐永富　中曽地区救援会
��,���上市地区民運動会第��回記念大会
���,���新見石油協会
��,���新見中学校昭和��年卒業生　古希祝同窓会一同
��,���新見市栄養改善協議会
���,���新見ライオンズクラブ
��,���青空会

公表することに同意をいただいた法人および団体など
 （市報６月号掲載分以降　敬称略）

　

�
月
�
日
�
か
ら　

日
�
ま
で
の

��

�
か
月
間
は
、「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
の
強
調
月
間
で
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
く

た
め
の
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

市
で
は
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
新
見
市
実
施
委
員
会
を
中
心
に
、

各
種
の
啓
発
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　

新
見
市
実
施
委
員
会
事
務
局

　

（
�
�
�
�
�
�
）

����

����������
����
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��������

�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

今
月
末
か
ら
市
内
の
学
校
で
も
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
最
も
楽
し
み
な
夏

休
み
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
外

出
す
る
に
も
良
い
季
節
に
な
り
、
家
族

や
友
人
と
海
や
山
へ
の
旅
行
や
キ
ャ
ン

プ
な
ど
様
々
な
計
画
を
立
て
て
お
ら
れ

る
人
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
近
頃
は

「
安
・
近
・
短
」
の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
ま

れ
る
人
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

市
民
の
み
な
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
「
新

見
市
再
発
見
」
の
小
旅
行
を
さ
れ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
新
見
市
内
に
は

井
倉
洞
、
満
奇
洞
と
い
っ
た
有
名
な
鍾

乳
洞
、
羅
生
門
や
鯉
が
窪
湿
原
、
お
も

つ
ぼ
湿
原
な
ど
夏
の
観
光
に
最
適
な
所

が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新
見
千
屋

温
泉
や
大
佐
山
に
は
充
実
し
た
設
備
と

爽
や
か
な
空
気
が
自
慢
の
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
が
あ
り
、
神
郷
温
泉
や
別
所
ア

ウ
ト
ド
ア
セ
ン
タ
ー
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
と

と
も
に
県
内
外
か
ら
多
く
の
み
な
さ
ん

に
利
用
し
て
い
た
だ
き
高
い
評
価
を
得

て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
千
屋
牛
や
白
桃
な
ど
地
元

の
ブ
ラ
ン
ド
特
産
品
の
他
に
地
元
産
の

　元新見市民生委員・児童委員の中山和幸さん（豊永佐伏）が厚生労働大

臣特別表彰を受けられました。

　中山さんは、昭和��年から��年にわたり、民生委員・児童委員として、

また、平成��年からは豊永地区協議会の副会長として、高齢化や少子化な

ど福祉に関する問題が複雑化、多様化する中で、住民の見守りを行うなど、

多年にわたり献身的な活動を続けられ地域福祉の発展に貢献されました。

��������	


 中  山   和 幸   さん
なか やま かず ゆき

「
そ
ば
」、「
米
粉
パ
ン
」
や
「
米
粉
ピ
ザ
」、

霧
の
中
の
高
原
喫
茶
で
い
た
だ
け
る

「
紅
茶
」
な
ど
も
好
評
で
す
。
中
で
も

「
そ
ば
」
や
「
米
粉
ピ
ザ
」
は
、
親
子
な

ど
グ
ル
ー
プ
で
一
緒
に
作
る
体
験
が
で

き
、
大
変
良
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
新
見
市
内
に
は
た
く

さ
ん
の
観
光
地
や
特
産
品
な
ど
が
あ
り

ま
す
。ま
だ
訪
れ
た
こ
と
が
な
い
所
や
食

べ
た
こ
と
の
な
い
特
産
品
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
夏

は
市
内
の
観
光
地
な
ど
に
お
出
か
け
い

た
だ
き
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
見
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
新
見
市

観
光
協
会
と
協
力
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
新
見
市
の
魅
力
を
市
内
外
に
発

信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

満奇洞

千屋温泉いぶきの里
「たたらの森オートキャンプ場」
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■
新
砥
保
育
所
を
考
え
る
会

　

�
月　

日
�
、
新
砥
保
育
所
に
お

��

い
て
、
新
砥
保
育
所
を
考
え
る
会
の

み
な
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
年
�
月
に
開
所
し
た
新
砥
保
育

所
に
つ
い
て
の
今
後
の
あ
り
方
や
将

来
の
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
の
意
見

や
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
新
砥
保
育
所
に
つ
い
て

は
地
元
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

よ
り
よ
い
保
育
所
に
し
て
い
く
こ
と

や
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
の

充
実
を
行
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
を
話

し
ま
し
た
。

■
下
熊
谷
地
域
振
興
会

　

�
月
�
日
�
、
下
熊
谷
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
、
下
熊
谷
地

域
振
興
会
の
み
な
さ
ん
と
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

市
政
に
つ
い
て
の
近
況
報
告
を
行

っ
た
あ
と
、
通
学
路
に
な
っ
て
い
る

主
要
地
方
道
新
見
勝
山
線
の
安
全
対

策
や
市
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
の
意

見
や
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
通
学
路
に
つ
い
て
は
教

育
委
員
会
と
協
議
し
、
よ
り
安
全
な

経
路
を
検
討
す
る
こ
と
や
防
災
公
園
、

防
災
マ
ッ
プ
な
ど
安
全
・
安
心
に
つ

い
て
話
し
ま
し
た
。

■問い合わせ先　企画政策課広報係（������）

　開催を希望する団体からの
要請に応え、市長が会場に出向
いて懇談を行う「おでかけ市長
室」を開催しています。

������������

��������	
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��������

��������	
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��������

�����������	
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�����

��������	
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�����
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���������	
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�������

��������	
���
���

■問い合わせ先
    企画政策課広報係（������）
    大佐支局（������）
    神郷支局（������）
    哲多支局（������）
    哲西支局（������）

��������	
��
��
���������

会場開会時間開催日

神郷保健センター��時 �月��日�

きらめき広場・哲西��時 �月��日�

おおさ総合センター��時 �月��日�

哲多総合センター��時 �月��日�

山村開発センター��時 �月�日�

�������������
��������	
��
�����
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■
平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正 

��

予
算
（
第
�
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
� ,
�
�
�

万
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
総
額

を
�
�
�
億
� ,
�
�
�
万
円
と

す
る
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
発
行
事
業
に
対
す
る
地
域
活
性

化
事
業
補
助
金
と
し
て
、
� ,
�
�

�
万
円
を
追
加
し
、
市
民
生
活
の

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
本
市
の

経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
む
も
の

で
す
。

 　

市
長
の
専
決
処
分
し
た
条
例

（
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
）
と
市
長
の
専

決
処
分
し
た
予
算
（
平
成　

年
度

��

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
�
号
））

な
ど
の
報
告
に
つ
い
て
、
承
認
し

ま
し
た
。

 
■
教
育
委
員
会
委
員

　

教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
、
小

野
貴
美
江
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

■
監
査
委
員

　

監
査
委
員
と
し
て
、
串
馬
邦
夫

議
員
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

■
農
業
委
員
会
委
員

　

農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、
山

本
久
美
子
議
員
を
議
会
か
ら
推
薦

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

【
５
月
委
員
会
】

　

�
月
に
開
催
し
た
常
任
委
員
会

の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

 

（
�
月　

日
開
催
）

��

①
報
告
事
項

　

委
員
会
委
員
の
構
成
が
変
わ
っ

た
こ
と
に
伴
い
、
各
課
長
な
ど
か

ら
本
年
度
の
主
要
事
業
な
ど
に
つ

い
て
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
、
総
合
防
災
訓
練

事
業
、
新
見
公
立
大
学
本
館
・
体

育
館
改
築
事
業
、
集
落
対
策
事
業
、

結
婚
推
進
事
業
、
行
政
基
幹
シ
ス

テ
ム
更
新
事
業
、
防
火
水
槽
整
備

事
業
で
す
。

②
調
査
事
項

　

消
防
署
員
の
充
足
率
や
採
用
状

況
・
採
用
計
画
、
投
票
所
再
編
の

検
証
、
職
員
給
与
の
ラ
ス
パ
イ
レ

ス
指
数
、
事
務
事
業
評
価
の
内
容
、

自
主
防
災
組
織
の
概
要
、
総
合
防

災
訓
練
の
具
体
的
計
画
な
ど
に
つ

い
て
、
執
行
部
の
考
え
や
対
応
を

調
査
し
ま
し
た
。

 

（
�
月　

日
開
催
）

��

①
審
査
事
項

　

陳
情
第　

号
「
年
金
受
給
資
格

��

期
間
の
短
縮
を
求
め
る
意
見
書
の

採
択
を
求
め
る
陳
情
」
に
つ
い
て

審
査
し
、
継
続
し
て
審
査
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

②
報
告
事
項

　

委
員
会
委
員
の
構
成
が
変
わ
っ

た
こ
と
に
伴
い
、各
課
長
な
ど
か

ら
本
年
度
の
主
要
事
業
な
ど
に
つ

い
て
、報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
、継
続
の
思
誠
小

学
校
改
築
事
業
、養
護
老
人
ホ
ー

ム
建
設
事
業（
仮
称「
和
み
の
郷
か

な
や
」）の
進
捗
状
況
、旧
美
郷
中

学
校
校
舎
改
造
事
業
、エ
コ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム（
旧
草
間
中
学
校
）整
備

事
業
、塵
芥
処
理
施
設
整
備
事
業
、

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
の
策
定
、子
育
て
ホ

ー
ム
ド
ク
タ
ー
冊
子
の
配
付
、中

心
市
街
地
循
環
バ
ス（
愛
称「
ら
・

く
る
っ
と
」決
定
）運
行
お
よ
び
デ

マ
ン
ド
交
通（
ふ
れ
あ
い
送
迎
）導

入
事
業
の
概
要
、新
見
保
育
所
の

園
児
入
所
状
況
で
す
。

③
調
査
事
項

　

教
育
施
設
の
耐
震
化
率
と
今
後

の
改
修
計
画
、
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策

定
に
係
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
と

介
護
保
険
料
の
動
向
に
つ
い
て
、

執
行
部
の
考
え
や
対
応
を
調
査
し

ま
し
た
。

 

（
�
月　

日
開
催
）

��

①
報
告
事
項

　

委
員
会
委
員
の
構
成
が
変
わ
っ

た
こ
と
に
伴
い
、
各
部
長
か
ら
本

年
度
の
主
要
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
、
市
道
改
良
な
ど

の
道
路
整
備
、簡
易
水
道
の
新
設
・

拡
張
と
改
修
な
ど
の
水
道
事
業
、

農
業
集
落
排
水
、
個
別
合
併
浄
化

槽
の
推
進
な
ど
の
下
水
道
事
業
、

農
業
特
産
品
の
生
産
拡
大
と
産
地

化
、「
千
屋
牛
」
の
増
頭
と
ブ
ラ

ン
ド
化
な
ど
の
農
業
・
畜
産
振
興
、

間
伐
の
推
進
、
新
見
産
材
の
需
要

拡
大
と
木
材
産
業
・
建
築
業
の
活

性
化
な
ど
の
林
業
振
興
、
中
小
事

業
者
に
対
す
る
補
助
事
業
な
ど
経

済
・
雇
用
対
策
な
ど
の
商
工
業
振

興
で
す
。

　

ま
た
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

中
の
主
な
観
光
施
設
の
入
り
込
み

客
の
状
況
、
豪
雨
に
よ
る
農
地
災

害
、
�
月
議
会
提
出
議
案
、
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
に
つ
い
て
、
執
行
部

よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

②
調
査
事
項

　

工
期
に
関
す
る
各
所
管
の
考
え

方
、
中
心
市
街
地
活
性
化
拠
点
施

設
（
太
池
邸
）
の
状
況
、
新
見
市

創
業
支
援
施
設（
ｉ
�
ｂ
ｏ
ｘ
に
い

み
）の
状
況
、商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド

の
撤
去
の
状
況
、
新
見
産
材
を
利

用
し
た
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
助

成
の
新
設
、
東
日
本
大
震
災
に
対

す
る
支
援
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、

執
行
部
の
考
え
や
対
応
を
調
査
し

ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局（
�
�
�
�
�
�
）

 
�
予
算
関
係

 
�
報
告
関
係

 
�
人
事
関
係

 
�
総
務
常
任
委
員
会

 
�
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

 
�
産
業
建
設
常
任
委
員
会

議会�
レ ポ ー ト �
平成��年第�回
（�月）臨時会

平成��年第�回（�月）臨時
会が�月�日�から��日�
にかけて開催されました。今
回上程された議案の主なも
のを紹介します。
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男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め

ざ
す
た
め
の
意
識
啓
発
を
目
的
と
し

て
発
行
し
て
い
る
男
女
共
同
参
画
情

報
紙「
り
ぼ
ん
」の
編
集
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

　

親
し
み
や
す
い
情
報
紙
を
一
緒
に

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
応
募
資
格

�
市
内
在
住
で
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
推
進
に
関
心
の
あ
る
人

　

（
男
女
不
問
）

�
月
�
〜
�
回
、
�
時
間
程
度
の
会

議
に
出
席
で
き
る
人

■
任　
　

期　

�
年

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
応
募
方
法　

申
し
込
み
の
動
機

　

（
�
�
�
字
程
度
）と
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
過
去
に
発
行
し
た
「
り
ぼ
ん
」
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

■
応
募
締
切

　

�
月
�
日
�
必
着

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
�
�
�
�
�
�
�
�

　

新
見
市
新
見
�
�
�
番
地
�

　

新
見
市
企
画
政
策
課
広
報
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）（
�
�
�
�
�
�
）

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://w
w
w
.city.niim

i.okayam
a.jp/

?ID
=16458
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��������	
��
����

��������	
��
��
������ 相談会の予約状況や各種イベント情報が確認できます ��������������	�
������
�	�������������
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子どもたちが楽しく安心して過ごせるように、地域での見守りの
大切さについて考えることを目的に、｢地域子育て支援講座｣を開催します。

■受講対象：子育て支援に興味や関心のある人ならどなたでも

　　　　　　参加できます。

■日時：�月��日�　�時��分～��時

■場所：新見市学術交流センター（新見公立大学内）

■内容：講演   ������������	
����
������
　　　　　　     ～虐待を見逃さない地域づくりをめざして～

　　　　講師　岡山県中央児童相談所 所長　 花  房  恭  子 さん
はな ふさ きょう こ

　　　　演習　��������	
��
����

　　　　指導　新見公立短期大学　幼児教育学科 学生

■受講料：無料

■託児：無料（事前に申し込みが必要です）

■申込締切：�月��日�

■申込方法：新見市社会福祉協議会地域福祉推進課に電話またはＦＡＸでお申し込みください。

■主催：社会福祉法人　新見市社会福祉協議会

■協賛：にいみ子育てカレッジ運営協議会

■問い合わせ先　

　新見市社会福祉協議会　地域福祉推進課（������／Ｆ ＡＸ�����）

　

市
で
は
、
子
ど
も
の
病
気
に

関
す
る
適
切
な
対
応
、
子
ど
も

の
事
故
予
防
、
し
つ
け
な
ど
の

育
児
不
安
を
解
消
し
、
親
が
安

心
し
て
子
育
て
を
す
る
た
め

に
身
近
で
手
軽
に
利
用
で
き

る
冊
子
『
子
育
て
ホ
ー
ム
ド
ク

タ
ー
〜
子
ど
も
の
急
な
症
状

に
は
〜
』（
監
修：

新
見
中
央

病
院
小
児
科　

医
師　

藤
本

喜
史
先
生
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
冊
子
は
、
小
学
校
就
学
前
の
乳
幼
児
の
い

る
家
庭
を
対
象
に
、
出
生
届
や
健
診
の
際
に
お
渡

し
し
た
り
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
、

幼
児
ク
ラ
ブ
な
ど
を
通
じ
て
配
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
の
お
ら
れ
る
希
望
者
に
は
、
こ

ど
も
課
、
各
子
育
て
広
場
・
支
局
・
市
民
セ
ン
タ

ー
で
随
時
配
付
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係
（
�
�
�
�
�
�
）

��������	
�
��������	
���

��������

����������������������	
��
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■入居の決定　申込者が複数の場合の入居決定については、抽選で決定します。
■申込方法　入居希望者は、�月��日�必着で、都市整備課に備え付けの用紙でお申し込みください。
申し込みに際しては、所得制限などがありますので、くわしくはお問い合わせください。

■問い合わせ先　都市整備課都計・住宅係（������） 

その他家　　賃募集
戸数面積構造規模団地名

単身者不可 
※募集する部屋は
　�階です

������円～������円 
（所得により決定します）

2�����
中耐�階建 
�ＤＫ

県営住宅新見（金谷）

��������
����

　悪質商法や振り込め詐欺などの詐欺的な犯罪行為

が多発し、また、その手口も複雑、巧妙になってお

り、市内でも多数の被害が報告されています。こう

した中、市では、市民のみなさんの安心な暮らしを

守るための、消費生活に関する相談所の開設が月�

回に増えています。相談は無料で、秘密は固く守ら

れますので安心してご相談ください。

■日時　毎月第�・第�火曜日　�時��分～��時

■会場　山村開発センター　小会議室

※この定期相談日以外の相談は、岡山県消費生活センター
　（���－���－����）または、商工観光課にご相談ください。

■問い合わせ先　商工観光課商工観光係

　　　　　　　　（������）

�月�月�月12月11月10月�月�月�月

13日14日10日13日�日11日13日�日12日

27日28日24日27日22日25日27日23日26日

平成２３年 平成２4年

場　所時　間月日

上市公民館
��:��～��:���月�日
��:��～��:��（月）

土橋交流センター
��:��～��:���月�日
��:��～��:��（火）

井倉公民館��:��～��:���月�日
哲多支局��:��～��:��（水）

熊谷公民館��:��～��:���月�日
大佐支局��:��～��:��（木）

神郷支局��:��～��:���月�日
哲西支局��:��～��:��（金）

山村開発センター
��:��～��:���月��日
��:��～��:��（月）

山村開発センター
��:��～��:���月��日
��:��～��:��（火）

��������

　小売店や事業所で使用している「はかり」

は、�年に�回、定期検査が義務づけられて

います。出張検査を実施しますので、最寄り

の検査場所で検査を受けてください。

　小売店や事務所で取引上の計量（商品計量な
ど）に使用されているはかり、病院・薬局など
で取引上および証明上の計量（薬剤計量・体重
測定など）に使用されているはかり、学校など
で証明上の計量（体重測定など）に使用されて
いるはかりは検査が必要です。家庭用のはかり
の検査は必要ありません。

■問い合わせ先　商工観光課商工観光係
　　　　　　　　（������）
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　岡山県備中県民局建設部で管理して

いる国道、県道のうち、次の区間につい

ては大雨などの異常気象時には崩土や

落石の恐れがあるため、通行を禁止す

ることがありますので、みなさんのご理

解とご協力をお願いします。 

　なお、通行止めをする際の基準は、

路線毎に定められた基準雨量（時間雨

量および連続雨量）によります。 

■問い合わせ先　

　岡山県備中県民局新見地域建設課

　（������）

基準雨量（�）
規制区間（自―至）路　線　名番

号 連続時間

�����法曽―草間一般国道���号�

�����草間―長屋一般国道���号�

�����菅生―千屋一般国道���号�

�����神郷下神代―神郷釜村県道新見日南線�

�����足立―神郷油野県道足立東城線�

�����石蟹―哲多町花木県道新見川上線�

�����井倉―哲多町矢戸県道北房井倉哲西線�

�����哲多町矢戸―哲多町蚊家県道北房井倉哲西線�

�����大佐大井野―大佐大井野県道大佐日野線�

※�は高梁市分（高倉町田井から法曽まで）と一連区間です。

通行規制基準（全面通行禁止）

異常気象時 における道路 の 通行止め につ いて
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　スポーツを通した健康増進、リラクゼーションおよび
コミュニケーションの場として、��市民のみなさんに
施設をご利用いただくため、各世帯に「半額利用券」を
２枚ずつお配りします。
　この券を利用すれば利用料金が半額となりますので、
点線に沿って切り取り、受付に提示のうえ、ご利用くだ
さい。

■対象者　��歳以上の人
■対象施設
・プール、フィットネス（トレーニングルームを含む）
　※浴場のみの利用はできません

■問い合わせ先　健康づくり課健康支援係（������）

一般

割引

問い合わせ先　健康づくり課健康支援係（������）

有効期限：Ｈ��������

��������
げ ん き広場にいみ

一般

割引

問い合わせ先　健康づくり課健康支援係（������）

有効期限：Ｈ��������

��������
げ ん き広場にいみ

新見市健康増進施設「げんき広場にいみ」

����������を
ご 利用ください

点
線
で
切
り
取
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　毎年�月�日現在で土地・家屋（住宅・店舗・
工場・倉庫・農業用倉庫・車庫など）を所有して
いる個人・法人には、固定資産税が課税されます。
　使用している状況に変更があったときは、申告
書などの届け出を行ってください。

��������	

　　●家屋を新築または増築したとき

　　●家屋を取り壊したとき

　　●土地の用途（利用状況）を変更したとき

　　（例）畑を駐車場に変更など

　これらの届け出が遅れると、一度に多くの固定
資産税を納めることになったり、納めすぎた税金
の還付が遅れることがあります。

■問い合わせ先　税務課資産税係（������）

������
�������

����

　ショートステイを含む介護保険施設に入所して
いる低所得者については、居住費・食費に負担上
限額が設けられ、利用者の負担軽減が図られます。

■対象者

　市民税非課税世帯の施設利用者

■対象施設

　�特別養護老人ホーム
　�介護老人保健施設
　�介護療養型医療施設
　※ケアハウス、グループホームは対象になりません。

■認定証

　申請により、該当する人には認定証を発行しま
す。現在認定証をお持ちの人も�月末で受給資格
が終了していますので、�月からは再度申請が必
要となります。

■申請手続き

　介護保険課、各支局、各市民センターに申請書
がありますので、必要事項を記入・押印のうえ、
提出してください。

■問い合わせ先
　介護保険課保険管理係　（������）

��������	
���������
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■内容　ワープロソフト「ワード」で表・図・飾り文字を使った
文書作成（�回連続）

■対象　パソコンで文字（かな・数字）を入力できる人
■日時　�月��日�、��日�、��日�　
　時間はいずれも��：��～��：��
■会場　まなび広場にいみ�階パソコン教室
■参加費　�����円（テキスト代別途）
■定員　��名（多数の場合は抽選）
■申込方法　講座名（パソコン講座�月「ワープロの基礎」）、
郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号を記入して、ハガキま
たは電話、ＦＡＸでお申し込みください。また、まなび広場
にいみ受付にも申込用紙を用意していますのでご利用くだ
さい。

■申込締切　�月��日（金）
■申し込み・問い合わせ先
　〒���－����　新見市新見���番地�
　生涯学習課生涯学習係（������）（������）

パソコン講座�パソコン講座�
��������	
 初心者向け、

ワープロで
表入り文書作成！

7月 ����

������

��

�

（生年月日・年齢をご記入ください）

����

��������	
���	
�����������
��������	
���
���������

����

������

��

�

（生年月日・年齢をご記入ください）

����

��������	
���	
�����������
��������	
���
���������

　

「
第　

回
新
見
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま

��

す
。
夏
お
ど
り
に
星
空
屋
台
村
・
花
火
な
ど
、
真
夏

の
夜
を
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
企
画
を

準
備
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
夏
お
ど
り
は
、
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
で
あ
り
、

市
内
全
域
か
ら
多
く
の
「
踊
り
連
」
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
踊
り
の
練
習
な
ど
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

講
師
の
派
遣
を
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
グ
ル
ー
プ
や
家
族
単
位
で
の
参
加
も
歓
迎
�
）

　

●
児
童
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル　

表
彰
式

　
　

場
所
／
駅
前
通
り
特
設
お
ま
つ
り
広
場

　

●
夏
お
ど
り

　
　

場
所
／
駅
前
通
り
特
設
お
ま
つ
り
広
場

　

●
星
空
屋
台
村

　
　

場
所
／
駅
前
通
り
昭
和
橋

　

●
花
火
大
会

　
　

場
所
／
江
道
橋
上
流
河
原

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏
・・・・・・・・・・
まままままままままま
つつつつつつつつつつ
りりりりりりりりりり
・・・・・・・・・・
感感感感感感感感感感
動動動動動動動動動動
のののののののののの
瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬
間間間間間間間間間間

夏
・
ま
つ
り
・
感
動
の
瞬
間

新新新新新新新新新新
見見見見見見見見見見
ふふふふふふふふふふ
るるるるるるるるるる
ささささささささささ
とととととととととと
まままままままままま
つつつつつつつつつつ

新
見
ふ
る
さ
と
ま
つ
りりりりりりりりりりり
※雨天の場合は、
　翌�日�に順延
（順延の決定は、
 当日の��時に発表）

 
時  
枝   
菜  
 々
子
   

さ
ん
の
作
品
を 

と
き 

え
だ 

な 

な 

こ

ポ
ス
タ
ー
に
採
用

　

�
月　

日
�
、
児
童
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

��

ー
ル
の
審
査
会
が
行
わ
れ
、
第　

回
新
見

��

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の
ポ
ス
タ
ー
に
、
時
枝

菜
々
子
さ
ん
（
塩
城
小
学
校
�
年
生
）
の

作
品
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
は
、
�
月
中
旬
頃
か
ら
市
内

各
地
に
掲
出
し
、
ま
つ
り
の
雰
囲
気
を
盛

り
上
げ
ま
す
。

■問い合わせ先　　商工観光課商工観光係　（������）

�月�日 �
��：��～

　　　　年　　月　　日生

　　　　年　　月　　日生



����������
����������

　

新
見
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委

員
会
で
は
、
市
民
の
健
康
増
進
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど
を
目

的
に
、
新
見
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

　

�
月　

日
�

��

　

�
時
ス
タ
ー
ト 
※
雨
天
決
行

■
場
所　

　

真
庭
市
下
中
津
井
�
�
�
�

　

北
房
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
参
加
費

　

� ,
�
�
�
円

　

（
プ
レ
ー
費
別
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

　

基
金
を
含
む
）

■
募
集
人
員

　

�
�
�
人
（　

組
）

��

■
申
込
方
法

　

申
し
込
み
用
紙
は
次
の
場
所
に

置
い
て
い
ま
す
。

�
ゴ
ル
フ
リ
バ
ー
サ
イ
ド
�
�
�

�
新
見
商
工
会
議
所

�
生
涯
学
習
課
（
ま
な
び
広
場
に

い
み
）
お
よ
び
各
支
局

※
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
大
会
実
行
委
員
会
事

務
局
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
、
電
話
で

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

　

�
月　

日
�

��

　

※
た
だ
し
、
定
員
と
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委

員
会
事
務
局

　

リ
バ
ー
サ
イ
ド
�
�
�
内

　

�
�
�
�
�
�

　
 

�
�
�
�
�

　

成
人
式
、
そ
れ
は
次
代
を
担

う
み
な
さ
ん
の
、　

歳
の
門
出

��

で
す
。
そ
の
企
画
か
ら
式
典
の

運
営
ま
で
を
自
分
た
ち
の
手
で

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

市
の
成
人
式
は
、
実
行
委
員

会
が
中
心
と
な
り
、
企
画
・
運

営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

式
典
の
内
容
や
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
、
そ
の
他
の
演
出
や
記
念

品
な
ど
、
す
べ
て
を
実
行
委
員

会
が
自
ら
企
画
し
、
今
ま
で
に

な
い
新
し
い
感
覚
の
成
人
式
を

作
り
上
げ
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
は
成
人
式
開
催

ま
で
必
要
に
応
じ
て
会
議
を
行
い

ま
す
。
実
行
委
員
と
し
て
ご
参

加
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
実
行
委
員
応
募
資
格

　

平
成　

年
度
新
見
市
成
人
式

��

対
象
者
（
平
成
�
年
�
月
�

日
〜
平
成
�
年
�
月
�
日
生

ま
れ
の
人
）

■
募
集
人
数　
　

人
程
度

��

■
募
集
期
間

　

�
月
�
日
�
〜
�
月　

日
�

��

　

（
※
締
め
切
り
後
も
必
要
に

応
じ
て
随
時
募
集
を
行
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。）

■
応
募
方
法

　

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
を
ご
記
入

の
う
え
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
次
の
宛
先
ま
で
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

　

【
ハ
ガ
キ
】

　

〒
�
�
�
―
�
�
�
�

　

新
見
市
新
見
�
�
�
番
地
�

　

生
涯
学
習
課
内

　

「
成
人
式
実
行
委
員
会
事
務
局
」

　

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】（
�
�
�
�
�
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　　

平
成　

年
度
新
見
市
成
人
式
は
、

��

平
成　

年
�
月
�
日
�
開
催
予
定
で

��

す
。（
実
行
委
員
会
設
立
後
、
正
式

に
ご
案
内
し
ま
す
。）

　日本美術院同人で、評議員の東京芸術大学教授、 宮  廻  正  明 さ
みや さこ まさ あき

んほか�名の講師を迎えて、絵画教室を開催します。

日時　�月��日�から��日�の�日間（いずれも�時～��時）
場所　まなび広場にいみ

●参加費　
　市内の人　�一般 �����円　�高校生 �����円
　　　　　　�小学校�年生～中学生 �����円
　市外の人　�一般 ������円　�高校生 �����円
　　　　　　�小学校�年生～中学生 �����円
　　　　　　※なお、筆、昼食は実費購入していただきます。
●コース　
　①日本画コース（定員��名）
　　日本画の伝統技法を体験します。今回は、「マチエール技

法」の中でも、岩絵具の粒子を活かして絵の表面に凹凸を
付けて材質感を出す方法を用いて、花や果物を描きます。

　②人物デッサン「浴衣」コース（定員��名）
　③人物デッサン「チャイナドレス」コース（定員��名）
　　人物デッサンコースでは、色画用紙に竹ペンや水彩絵具

を使って描きます。

●講師

　 宮  廻 　 正  明 さん（東京芸術大学教授、日本美術院同人・評議員）
みや さこ まさ あき

　 宇  高  健  太  郎 さん（東京芸術大学大学院 文化財保存学 博士課程）
う だか けん た ろう

　 石  井 　 恭  子 さん（東京芸術大学大学院 文化財保存学 博士課程）
いし い きょう こ

　 久  下 　 有  貴 さん（東京芸術大学大学院 文化財保存学 博士課程）
く げ ゆう き

　 森  田 　 早  織 さん（東京芸術大学大学院 文化財保存学 博士課程）
もり た さ おり

●申し込み方法
　参加希望の人は、住所・氏名・年齢・電話番号・希望コー
スを明記して、ハガキ、���または市ホームページから、
�月�日�必着で申し込んでください。申し込み受付は、
先着順となります。参加が決まり次第、決定通知および日
程の詳細などをお送りします。

●申し込み・問い合わせ先
　〒���－���� 新見市新見���番地�
　生涯学習課生涯学習係
　（������／Ｆ ＡＸ�����）
　ＵＲＬ ｈｔｔｐ：/ /ｗｗｗ�ｃｉｔｙ�ｎｉｉｍｉ�ｏｋａｙａｍａ�ｊｐ

新
見
市
成
人
式

�
�
�
�
�
�
�

平成平成����年度年度 

新見市成人式新見市成人式
��������	�����
���������	�����
�

�������� ���
�����

第
�
回 （
子
育
て
・
東
日
本
大
震
災
支
援
チ
ャ
リ 
テ
ィ
）

新
見
市
民
ゴ
ル 
フ 
大 
会

参加者
募集



������������
��������

　

早
い
も
の
で
、
神
郷
油
野
三
室

で
備
前
焼
の
窯
を
築
い
て
か
ら　
��

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

新
見
農
工
（
現
在
の
新
見
高
校
北

校
地
）
を
卒
業
し
て
か
ら
、
大
阪

で
電
気
の
専
門
学
校
を
卒
業
し
、

電
気
関
係
の
仕
事
に　

年
余
り
従

��

事
し
て
Ｕ
タ
ー
ン
。
こ
こ
ま
で
は
、

あ
り
ふ
れ
た
人
生
だ
っ
た
の
で
す

が
…
…
。
何
も
な
い
三
室
で
何
が

で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
悩
ん
だ

末
、
妻
の
実
家
（
備
前
市
）
へ
。
そ

こ
で
出
会
っ
た
の
が
岡
山
県
の
伝

統
産
業
品
の
備
前
焼
で
し
た
。

　

当
時
、
私
た
ち
夫
婦
は
子
ど
も

に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
も
の
で
す
か

ら
、
一
度
し
か
な
い
人
生
、
好
き

な
こ
と
を
し
よ
う
と
、
陶
芸
家
に

な
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
備
前
焼
を
神
郷
油
野

三
室
で
開
窯
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

多
く
の
難
題
が
あ
り
ま
し
た
。
な

か
で
も
新
見
の
地
で
備
前
焼
が
受 大  原  砂 利   さん

おお はら さ とし

［神郷油野］陶芸家

け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
も
の
だ
ろ

う
か
？
と
一
番
気
に
か
か
っ
て
い

ま
し
た
が
、
大
勢
の
人
に
助
け
て
い

た
だ
き
現
在
ま
で
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
ま
け
に
、
�
人
の
子
ど
も
に
も

恵
ま
れ
作
陶
活
動
を
続
け
て
お
り

ま
す
が
、
ど
の
子
が
私
の
仕
事
を
継

い
で
く
れ
る
の
か
少
し
不
安
で
す
。

　

我
が
道
を
行
く
父
を
背
に
、
�
人

の
子
ど
も
た
ち
が
好
き
勝
手
に
我

が
道
を
進
む
の
は
心
配
で
す
が
、
間

違
い
な
く
私
た
ち
二
人
の
子
ど
も
で

す
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
の
夢
を

語
っ
て
く
れ
る
日
が
来
る
も
の
と
信

じ
て
待
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

�

�
�
�
�
�
�
�
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��
の 
�
��
��
��
か 
ら 
見
た �
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

新
見
公
立
短
期
大
学

幼
児
教
育
学
科

　 
上  
野 　
 
耕 
平
   

さ
ん

う
え 

の 

こ
う 

へ
い

　
　

（
出
身 ‥

 
京
都
府
宮
津
市
出
身
）

備 前 焼 と 私 と 子 ど も た ち
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南 か ら

 Hello Everyone! 
This year has gone by really fast, and I am 
sad to say that I am leaving soon. I have 
really enjoyed my year here in Niimi, and 
I am going to miss it a lot when I am back 
in America. I will especially miss all of the 
friendly people in Niimi, and the beautiful 
mountain views. 
When I get back to America I will be very 
busy though. Both of my sisters are 
getting married soon after I get back, one 
in August and one in September! Hope-
fully I will stay busy enough that I won't 
get too homesick for my adopted home of 
Niimi. 
I am really glad that I had the opportunity 
to get to experience Japan, and I have 
really loved getting to work with all of the 
wonderful students and teachers at my 
schools. Thank you for everything! 
Goodbye Niimi!

北

か

ら

第　

通
��

 吉  國   勲 治   さん�
よし くに くん じ

岡山市南区（出身・新見市西方）

国
体
」
の
年
に
岡
山

県
に
奉
職
し
、
県
庁

や
出
先
機
関
で
平

成　

年
�
月
ま
で　

年
間
勤
め
、
そ
の
後
、
第

��

��

�
・
�
の
職
場
へ
、平
成　

年
�
月
ま
で
通
算

��

　

年
間
の
勤
務
を
終
え
ま
し
た
。
今
は
、
岡
山

��市
南
区
郊
外
の
藤
田
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
な
が
ら

地
域
に
恩
返
し
、
暇
を
見
付
け
て
は
、
夫
婦
で
旅
行

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。　

　

最
後
に
、
ふ
る
さ
と
の
み
な
さ
ん
が
�
朝
希
望

に
目
覚
め
夕
べ
に
感
謝
し
て
眠
れ
る
こ
と
は
幸
せ

だ
�
と
言
え
る
よ
う
な
日
々
が
送
れ
ま
す
よ
う
、

お
祈
り
申
し
上
げ「
風
の
便
り
」と
い
た
し
ま
す
。

め
ば
都
�
人
が
見
れ
ば
こ
ん
な
谷
底
の
よ

う
な
所
で
と
思
わ
れ
ま
す
が
…
、
私
の
生
ま

れ
た
布
原
は
交
通
（
Ｊ
Ｒ
）
の
便
は
良
く
ま
ず
ま
ず

の
所
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

　

幼
い
頃
か
ら
、
家
の
近
く
を
流
れ
て
い
る
水
の
綺

麗
な
高
梁
川
西
川
で
、
鮎
、
は
え
（
は
や
）、
う
な
ぎ
、

じ
ゃ
こ
な
ど
を
�
年
中
捕
っ
て
い
た
こ
と
が
大
変
懐

か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。　

　

ま
た
、
小
学
校
は
西
方
、
中
学
校
は
上
市
ま
で
約

�
�
の
山
坂
を
通
い
少
年
期
の
体
力
作
り
が
で
き

ま
し
た
。
中
学
校
の
同
窓
会
は
古
希
を
迎
え
た
今
で

も
�
年
毎
に
楽
し
く
続
け
て
い
ま
す
。　

　

昭
和　

年
�
月
に
県
南
の
地
へ
、
同　

年
「
岡
山

��

��

★

�
�
�
�
�
�
�
�
�
さ
ん

住

�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
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（筆者は写真右側）
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　�月�日�本郷小学校グラウンドで「第��回

哲多ふる里すずらんまつり」が開催されました。

　ステージでは、新見市名誉市民の中川博之先

生の審査による、のど自慢でショー、哲多中生

徒の銭太鼓、新見高校生物生産科の千屋牛碁盤

乗りなど多彩な催しがあり、多くの来場者で賑わ

いました。

　また、テント村では、「東北地方物産展」の

コーナーが設けられ、被災地の復興を願う来場

者が買い求めていました。

　�月��日�神郷下神代の夢すき公園で

「神郷太鼓田植」が行われました。

　この日は雨の降るあいにくの天気でし

たが、保存会の会員と神代小学校の�・�

年生の児童が「さげ」と「早乙女」にな

り、昔ながらの農作業を披露しました。

　�月��日�哲西町アイガモ生産組合が哲西町

矢田の水田でアイガモの進水式を行いました。

　これは、農薬を使わずアイガモが害虫や雑草

を食べ、糞を肥料として利用する「アイガモ農

法」というものです。この日は、哲西認定こど

も園の園児��人がお手伝いしました。園児は水

田を泳ぎ回るアイガモの姿に「かわいい～」な

どの歓声を上げていました。

東北地方物産展も開催
●第��回哲多ふる里すずらんまつり

伝統の農作業を披露
 ●神郷太鼓田植

おいしいお米にな～れ！
●アイガモ進水式
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　�月�日�新見市防災公園陸上競技場

で「全国小学生陸上競技交流大会備北地

区選考会」が開催されました。

　大勢の保護者の声援を背に、県大会へ

の出場と記録更新を目指し、新見市およ

び高梁市の児童、���人が精一杯頑張りま

した。

　�月��日�市民運動公園改修整備竣工

式が行われました。

　駐車場・備蓄倉庫・屋根付きテニスコー

ト・トイレ棟などを整備し、災害発生時の

防災拠点としての機能も備えたものです。

　竣工式の後、記念行事としてテニスの

交流戦が行われ、選手は新しいコートの

感触を確かめながらプレーしていました。

防災公園で初の陸上大会
●小学生陸上競技交流大会

 �月�日�哲西町大竹の畑で、幼児教育学

科�年生の生徒24人が「農業体験」（サツマ

イモの苗植え）を行いました。　

　これは、保育士を目指す学生が畑を耕し、

収穫するまでの一連の作業を経験すること

により、将来の保育現場に役立てていこう

というものです。学生は、慣れない農作業

に苦戦しながらも丁寧に作業を行い、心地

よい汗を流していました。

農作業のたいへんさを実感
●新見公立短期大学生が農業体験

設備が充実！
●市民運動公園改修整備竣工式
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�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

◎
肉
、
魚
、
野
菜
な
ど
の
生
鮮
食
品

は
新
鮮
な
物
を
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

◎
表
示
の
あ
る
食
品
は
、
消
費
期
限

な
ど
を
確
認
し
て
、
購
入
し
ま
し

ょ
う
。

◎
購
入
し
た
食
品
は
、
肉
汁
や
魚
な

ど
の
水
分
が
も
れ
な
い
よ
う
に
ビ

ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
分
け

て
包
み
、
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

（
生
の
肉
や
魚
に
は
細
菌
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
扱
い
に
は
注
意
し

ま
し
ょ
う
。）

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

◎
冷
蔵
や
冷
凍
が
必
要
な
食
品
は
、

持
ち
帰
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
冷
蔵
庫

�
�
��
��
�
��
�
��
�
��
�

や
冷
凍
庫
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

◎
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
食
品
を
詰
め

込
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。（
目
安
は
�
割
程
度
で
す
。）

◎
食
品
は
早
め
に
使
い
切
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�

�
�
�

◎
作
業
台
や
調
理
器
具
は
清
潔
に
し

ま
し
ょ
う
。

◎
作
業
の
前
や
肉
・
魚
・
卵
を
取
り

扱
っ
た
後
は
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

◎
肉
や
魚
な
ど
の
汁
が
、
生
で
食
べ

る
果
物
や
サ
ラ
ダ
な
ど
に
付
着
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
野
菜
や
果
物
は
流
水
で
し
っ
か
り

洗
い
ま
し
ょ
う
。

◎
生
の
肉
や
魚
を
扱
っ
た
包
丁
や
ま

な
板
は
し
っ
か
り
洗
い
、
熱
湯
を

か
け
て
消
毒
す
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

�
�
�
�
�

�
�

◎
加
熱
し
て
調
理
す
る
食
品
は
十
分

に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。（
目
安
は
、

　

度
で
�
分
以
上
）

��
◎
料
理
を
途
中
で
や
め
る
時
は
、
冷

蔵
庫
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

◎
電
子
レ
ン
ジ
を
使
う
場
合
も
十
分

に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。
熱
が
伝
わ

り
に
く
い
物
は
、
時
々
か
き
混
ぜ

る
こ
と
も
必
要
で
す
。

◎
作
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

�
�
�
�
�

�
�

◎
食
卓
に
つ
く
前
に
必
ず
手
を
洗
い

ま
し
ょ
う
。

◎
清
潔
な
手
で
、
清
潔
な
器
具
を
使

い
、
清
潔
な
食
器
に
盛
り
つ
け
ま

し
ょ
う
。

◎
温
め
て
食
べ
る
料
理
は
常
に
温
か

く
、
冷
や
し
て
食
べ
る
料
理
は
常

に
冷
た
く
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
調
理
後
は
な
る
べ
く
早
く
食
べ
ま

し
ょ
う
。

◎
生
の
肉
は
そ
の
ま
ま
食
べ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

◎
残
っ
た
食
品
は
早
く
冷
え
る
よ
う

に
浅
い
容
器
に
小
分
け
に
し
て
保

存
し
ま
し
ょ
う
。

◎
時
間
が
経
ち
す
ぎ
た
り
、
少
し
で

も
あ
や
し
い
と
思
っ
た
物
は
、
口

に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
残
っ
た
食
品
を
温
め
直
す
時
も
十

分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。（
目
安
は

　

度
以
上
）

��
■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
健
康
支
援
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

梅
雨
を
迎
え
食
中
毒
が
発
生
し
や
す
い
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

食
中
毒
は
�
年
中
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
暑
い
季
節
（
�
月
〜
�
月
）
の

�
か
月
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

今
年
に
入
り
、
飲
食
店
で
の
食
中
毒
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
飲
食
店
に
限
ら

ず
家
庭
で
も
食
中
毒
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

食
中
毒
予
防
の
三
原
則
は
、
食
中
毒
菌
を
「
付
け
な
い
・
増
や
さ
な
い
・

殺
菌
す
る
」
で
す
。
こ
の
三
原
則
を
基
本
と
し
た
家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防

の
「
�
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
を
き
ち
ん
と

行
い
、
家
庭
で
の
食
中
毒
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

��������	
���������
��������	
����
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　子どもの夜間の急な発熱、けいれんなどの症状について当番の小児科医または看護師などが
電話で相談に応じるとともに受診などについて適切なアドバイスを行います。

■電話番号　����� または�������������
　（＃����については、携帯電話およびプッシュ回線固定電話のみご利用できます。）
■相談日時　�平日：��：��～��：��  �土曜、日曜、祝日および��月��日 ～翌年�月�日： ��：��～��：��
■対 象 者　県内にお住まいのおおむね��歳以下の子どもおよびその保護者

��
����
����

����������������������
����������������������

���������������������������������
����������������������

��������	
����������	


高尾高西町・介護老人保健施設
「くろかみ」内

����

新見市休日・準夜間診療所（������）
診 療 日：月～金曜日
休 診 日：毎週土曜日、
　　　　　日曜日、祝日

�月�日（日）

新見市 新見中央病院 ������ 
庄原市 こぶしの里病院 �����������
真庭市　落合病院（内） ����������
真庭市　金田病院（内・外） ����������
真庭市　谷田医院（外） ����������

�月��日（日）

新見市　太田病院 ������
庄原市　東城病院 �����������
真庭市　湯原温泉病院（内・外） ����������
真庭市　前原医院（内） ����������
真庭市　廣惠医院（内・外） ����������

�月��日（日）

新見市　渡辺病院 ������
庄原市　日伝医院 �����������
真庭市　河本病院（内・外） ����������
真庭市　新庄村診療所（内） ����������

�月��日（月）

新見市 新見中央病院 ������　
庄原市　こぶしの里病院 �����������
真庭市　勝山病院（内・外 ����������
真庭市　まつうら医院（内） ����������
真庭市　牧原医院（外） ����������

�月��日（日）

新見市　長谷川紀念病院 ������
庄原市　細川医院 �����������
真庭市　金田病院（内・外） ����������
真庭市　石賀医院（内） ����������

�月��日（日）

新見市　渡辺病院 ������
庄原市　東城病院 �����������
真庭市　中山病院（内・外） ����������

高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所（������）

新見水舟・市役所前
新見市休日歯科診療所（������）
※受付時間　�：��～��：��　

��

��

����������������������
����������������������

��������	
��

��������	
����
���
�

��������	
�

���������	
�

�����������

平成��年
�月生・��月生

��：��～
��：��

  新見市保健
  福祉センター

木�月��日

診療時間：��時～��時
診療科目：内科、小児科

��������

��：��～��：��
にいみプラザ月�月��日

��：��～��：��

���

＊��歳～��歳の人は、��歳～��歳までの間に献血の経験がある人に限られます。
＊身分確認ができる物を持参してください。

���������	


�����������

平成��年��月生・
��月生��：��～

��：��
  新見市保健
  福祉センター

火
�月��日

平成��年�月生�月�日

��������

�����������

平成��年��月生
��：��～
��：��

  新見市保健
  福祉センター

火�月��日

����������

西方小学校区
新見市保健福祉
センター

水�月�日

上市・福本木�月�日

高尾小学校区金�月�日

�����

��������������	
��
�����
���
��������	
�����

����　８：００～９：３０

※�月�日以降の日程は�月号に掲載します。
※送迎については、地域により送迎車両を運行します。
※送迎の運行コースや時間、対象地区のくわしい地区割りについては、検
診が近づきましたらお知らせします。

※駐車場に限りがありますので、できるだけ送迎車両をご利用ください。
※その他詳細については、�月下旬にお配りしている「新見市成人検診ガ
イドブック」をご覧ください。
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■
日
時

�
月
�
日
�

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

■
場
所

き
ら
め
き
広
場
・
哲

西

　

�
自
分
で
ま
も
る
、み
ん
な
で

支
え
る
、
み
ん
な
の
健
康
�

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
き
ら
め

き
健
康
福
祉
ま
つ
り
」
を
開

催
し
ま
す
。

■
内
容

�
牧
水
太
鼓
（
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
）

�
健
康
ア
ッ
プ
体
操

�
診
療
所
探
検
隊

�
健
康
チ
ェ
ッ
ク

�
救
急
啓
発
活
動

�
健
康
講
演
会
「
こ
こ
ろ
の
健

康
づ
く
り
」

�
お
口
の
健
康
相
談

�
パ
ネ
ル
・
ポ
ス
タ
ー
・
お
花

の
展
示

�
健
康
相
談

�
食
育
フ
ェ
ア

�
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど

■
主
催

　

新
見
市
哲
西
地
域
包
括
ケ
ア

推
進
会
議

■
共
催

　

岡
山
県
看
護
協
会
新
見
支
部

■
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
き
ら
め
き
広
場

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

〜
中
学
・
高
校
・
大
学
な
ど

を
卒
業
後
�
年
以
内
の
人
へ
〜

　

�
年
以
内
の
既
卒
者
を
対
象

と
し
た
求
人
に
応
募
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、

新
卒
者
就
職
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
と
し
て
、
次
の
よ
う
な

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
�
年
以
内
既
卒
者（
新
卒
扱

い
）採
用
拡
大
】

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
お
よ
び
新
卒

応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
事

業
主
に
対
し
、
新
卒
の
採
用
に

あ
た
っ
て
、
既
卒
者
も
応
募
で

き
る
求
人
条
件
と
す
る
よ
う
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
�
年
以
内
既
卒
者
ト
ラ
イ
ア

ル
雇
用
】

　

原
則
�
か
月
の
有
期
雇
用
契

約
に
よ
り
、
必
要
な
技
能
や
知

識
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、

職
場
や
職
種
へ
の
理
解
を
深
め
、

そ
の
後
の
正
規
雇
用
へ
と
つ
な

げ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
制

度
で
す
。　

　

く
わ
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
見
（
学
卒

担
当
）
新
見
市
高
尾
�
�
�

�
�
�

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

（
�
�
�
�
�
�
）

�
�
�
�

　

岡
山
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
不
妊
・
不
育
治
療
に

つ
い
て
次
の
と
お
り
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日　

�
月　

日
�

��

■
時
間　
　

時
〜　

時　

分

��

��

��

■
場
所　

岡
山
大
学
鹿
田
キ
ャ

ン
パ
ス
医
学
部
保
健
学
科
棟

�
Ｆ
大
講
義
室

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

岡
山
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン

タ
ー
（
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
）

　

本
格
的
な
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

「
水
難
事
故
」の
発
生
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
事
故
を
防
止
し
、
快

適
な
夏
を
過
ご
す
た
め
に
も
次

の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
水
難
事
故
の
防
止

【
保
護
者
】

�
幼
い
子
ど
も
は
、
思
わ
ぬ
行

き
ら
め
き
健
康
福
祉　
　

ま
つ
り

動
を
と
り
ま
す
。
海
や
川
で

は
子
ど
も
か
ら
絶
対
に
目
を

離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

�
平
素
か
ら
危
険
な
場
所
を
具

体
的
に
教
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

�
子
ど
も
だ
け
で
水
遊
び
や
水

泳
に
行
か
せ
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
よ
う
。

�
付
き
添
い
の
保
護
者
が
い
る

場
合
で
も
、「
行
き
先
・
帰

宅
予
定
時
間
・
引
率
者
や
友

だ
ち
の
名
前
」
を
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

【
地
域
の
人
】

�
降
雨
に
よ
り
、
増
水
し
た
河

川
・
水
路
・
水
田
な
ど
の
様

子
を
確
認
し
よ
う
と
、
安
易

に
近
づ
く
の
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

�
危
険
な
河
川
や
池
な
ど
で
遊

ん
で
い
る
子
ど
も
を
見
か
け

た
ら
、
す
ぐ
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
警
察
署
地
域
課

　

（
�
�
�
�
�
�
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登

録
を
し
て
く
だ
さ
い
！

第
７
回　

不
妊
・
不
育
と

こ
こ
ろ
の
講
演
会

水
難
事
故
防
止
に
つ
い
て



����������
����������

　山田方谷記念館では、山田方谷に関する勉強会を
開催します。
■開催日　�月��日�　��時～��時
■場　所　山田方谷記念館研修室
■参加料　���円

■問い合わせ先　山田方谷記念館（������）

　

今
年
も
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
ウ
エ
ル
ネ
ス
新
見
）は
頑
張
り

ま
す
！

■
日
時

　

�
月
�
日
�

　
　

時　

分
〜　

時

��

��

��

■
会
場

　

新
見
市
憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の

公
園
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

■
内
容

�
食
べ
物
た
く
さ
ん
屋
台

�
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

�
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

�
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

�
野
外
イ
ベ
ン
ト
Ｇ .
Ｇ .
大
会

※
先
着
�
�
�
名
に
、
う
ち
わ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト

■
主
催

　

ウ
エ
ル
ネ
ス
新
見

　

ウ
エ
ル
ネ
ス
新
見
利
用
者
協

議
会

■
共
催

　

ウ
エ
ル
ネ
ス
新
見
利
用
者
育

成
会

■
問
い
合
わ
せ
先

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
ウ
エ

　

ル
ネ
ス
新
見
）

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

岡
山
県
で
は
、新
た
に
住
宅
・

店
舗
・
事
務
所
な
ど
の
改
修
に

も
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

助
成
金
は
、
県
産
乾
燥
材
の

使
用
量
に
よ
っ
て
�
万
円
〜　
��

万
円
の
助
成
と
な
り
ま
す
。（
平

成　

年
度
限
り
）

��
■
助
成
対
象

①
主
要
構
造
部
材
お
よ
び
内
外

装
材
等
に
県
産
乾
燥
材
を
�

�
以
上
使
用
し
、
そ
の
使
用

量
が
木
材
使
用
量
全
体
の　
��

％
以
上
を
占
め
る
住
宅
、
店

舗
、
事
務
所
な
ど

②
主
要
構
造
部
材
お
よ
び
内
外

装
材
な
ど
の
納
材
が
、
補
助

金
交
付
予
定
者
決
定
通
知
書

の
交
付
日
以
降
で
あ
る
こ
と

③
主
要
構
造
部
材
お
よ
び
内
外

装
材
な
ど
の
施
工
が
完
了
し
、

平
成　

年
�
月　

日
ま
で
に

��

��

現
地
確
認
が
可
能
で
あ
る
こ

と
※
な
お
、
新
築
木
造
住
宅
に
対

す
る
助
成
も
引
き
続
き
実
施

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
備
中
県
民
局
新
見
地

域
事
務
所
地
域
森
林
課
（
�

�
�
�
�
�
）

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成　

年
��

度
第
�
学
期
（　

月
入
学
）
の

��

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
な

ど
の
放
送
を
利
用
し
て
授
業
を

行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的

で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
み
な

さ
ん
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
�
月　

日
�
ま

��

で
で
す
。
現
在
、
資
料
を
無
料

で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
放
送
大
学
岡
山
学
習
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

�
放
送
大
学
岡
山
学
習
セ
ン
タ

ー
（
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
ttp
://w

w
w
.o
u
j.a
c.jp

　

岡
山
県
備
北
保
健
所
新
見
支

所
（
旧　

新
見
保
健
所
）
で
は
、

精
神
科
医
師
・
保
健
師
に
よ
る

心
の
健
康
相
談
を
開
催
し
て
い

ま
す
。「
気
分
が
落
ち
込
む
」「
物

忘
れ
が
激
し
い
」「
心
の
病
気
で

は
な
い
か
と
心
配
」
と
い
っ
た

悩
み
の
ほ
か
、
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
、
不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り

な
ど
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

INFORMATION

■
日
時
（
�
月
分
・
�
月
分
）

　

�
月
�
日
�

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

　

�
月
�
日
�

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

　

�
月　

日
�

��

　
　

時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

��

■
場
所

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

（
岡
山
県
備
中
県
民
局
新
見

地
域
事
務
所
内
）

※
必
要
に
応
じ
て
訪
問
相
談
も

し
て
い
ま
す
。

■
相
談
料　

無
料

■
申
込
方
法

　

相
談
は
無
料
で
す
。

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所
へ
電

話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

（
�
�
�
�
�
�
）

サ
マ
ー
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
�
�
�
�
（
勤
労
青

少
年
の
日
記
念
行
事
）

県
産
乾
燥
材
を
使
っ
て

木
造
建
築
を
！

放
送
大
学�

月
生
募
集

��

平
成�

年
度　

��

心
の
健
康
相
談
の
ご
案
内

「山田方谷先生を学ぶ会」のご案内
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土金木水火月日

��

�������

��������������

��������������

��������������

��

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
ｈｔｔｐ：//ｌｉｂ．ｃｉｔｙ．ｎｉｉｍｉ．ｏｋａｙａｍａ．ｊｐ/ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍ

休館日�■■�����
新見市新見��� -� （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��　日・祝…��：��～��：��）

休館日�■■���������	
����
新見市大佐小阪部���� -� （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��　日・祝…��：��～��：��）

休館日�■■��������	
��

�

新見市神郷下神代���� （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��）

休館日�■■�����
新見市哲西町矢田���� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
�
新見市西方���� -� （������  ���������）
������������	
��		�	
���������	
������������	
�

�
月
の
休
館
日

�月�日�　��：��～　子ども映画会（哲西）

�月��日�　��：��～　大衆歴史講座　第�回（新見）

�月��日�　��：��～　夏休みこどもお楽しみ会　 

　　　　　　　　　　 パート�（新見）

　　　　　　��：��～　こども映画会（新見）

�月��日�　��：��～　子ども向けＤＶＤ絵本（学術）

　　　　　  ��：��～　映画『フリッパー』（学術）

���������		
��

「こぎつねコンとこだぬきポン」
 二  俣 　 英  五  郎 ／画
ふた また えい ご ろう

�
�
�

�
��

�
�
�

�
�
�
�

◇新見図書館・哲西図書館・おおさ総合センター・神郷生涯学習センター・哲多総
合センター・学術交流センター図書館で借りた図書などは、この�施設のどこ
でも返却できます。  ただし、この�施設が所蔵する図書などに限ります。

「いと　運命の子犬」
 原  田 　マハ／文
はら だ

　介助犬にならなかったいと。
でもその笑顔でみんなに幸せを
運んでくれた。人と人、人と犬
の絆を考えさせられる感動の実
話です。

　川をはさんだ山に住むコンと
ポンは友達を知りません。ある
日嵐が来て川の上に木が倒れ、
橋ができ、二人は友達になりま
した。でも、お父さんたちは大
反対！幼いコンとポンの姿をユ
ーモラスに温かく描いた作品で
す。

「天使の七日間」
 辻 　 光  宏 ／著
つじ みつ ひろ

「ハグタイム」
パトリック・マクドネル／作

　だいじな人をぎゅっとだき
しめよう。きみにとってその人
がどんなにだいじかつたわる
ように。小さな子猫の世界ハグ
の旅絵本です。

　天使となった少年が、ある願
いを叶えてもらうために大天使
の命令に従う。それは�日間で
�つの善行を行うこと。この過
酷な役務を達成することができ
るのか？また、少年天使の願い
とは？愛と夢あふれるファンタ
スティック・ストーリーです。

�������
全館

�市内図書館スタンプラリー

　�月��日�～�月��日�

新見

�一日図書館員になろう！�月��日�・�月��日�

�「調べ学習」をしよう！　�月��日�～��日�

�リサイクル・ミニミニ展示コーナーを設けています。
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い ふう らい

新見市法曽���番地（������）

開館時間��：��～��：��
休 館 日�毎週月曜日（ただし、�/���は開館し、翌���は休館）

新見美術館

法曽陶芸館

●常設展示観覧料
　一般…���円（���円）　高校生…���円（���円）
　（　）内は��人以上の団体料金

※ただし、中学生以下は入館無料になります。

●観覧料
　一　般…���円（���円）中高生…���円（���円）
　小学生…���円（���円）
　（　）内は��人以上の団体料金

※市内小中学生は「こころふれあいパスポート」
　提示で入館無料になります。

新見市西方���番地（������）

あ
け
ぼ
の
の
空　

白
い
も
や
が　

谷
間
や
く
ぼ
地
を
め
ぐ
り

山
の
上
へ
と　

の
ぼ
っ
て
い
く

ゆ
る
や
か
な
時
の
流
れ
を
へ
て　

雲
海
の
は
ぐ
く
ん
だ
茶
畑

山
あ
い
の
茶
の
葉
に　

ひ
か
る
朝
つ
ゆ

茶
畑
を
大
切
に
守
っ
て
き
た　

法
曽
原
の
人
々
の　

な
ご
や
か
な
笑
顔
が

い
っ
ぷ
く
の
法
曽
茶
の
湯
気
に
ゆ
れ
て
い

る
　

法
曽
の
大
地
に
足
を
ふ
ん
ば
っ
て
生
き

る
人
々
の
い
ち
ば
ん
い
い
笑
顔
を
作
品
に

猪
風
来
の
創
作
土
偶
展 
【
会
期
▼
�
月
�
日
�
〜
�
月
�
日
�
】

「だんらん」

《追　想》

開館時間��：��～��：��（入館は��：��まで）
休館日�月曜日（ただし、�／���は開館し、翌���休館）

し
た
、
猪
風
来
創
作
土
偶
展
「 
法  
曽  
原 
に
生

ほ
う 

そ 

は
ら

き
る
人
々
」
の
第
二
弾
。

　

縄
文
野
焼
き
の
土
の
色
・
火
の
色
が
、
作

品
に
、
や
さ
し
さ
・
力
強
さ
の
彩
り
を
か
も

し
出
し
て
い
ま
す
。
山
々
に
た
な
び
く
雲
海

の
精
気
を
吸
い
込
ん
で
味
わ
い
深
ま
る
茶

畑
を
、
手
を
か
け
丹
精
こ
め
て
育
て
る
人
々
。

法
曽
原
の
風
景
に
は
、
ま
る
く
刈
り
こ
ま
れ

た
茶
畑
が
よ
く
似
合
い
ま
す
。

　

こ
の
地
に
生
き
る
人
々
を
モ
デ
ル
に
し

た
猪
風
来
の
創
作
縄
文
土
偶　

点
、
ま
た
そ

��

の
土
偶
作
品
を
法
曽
原
の
四
季
折
々
の
風

景
の
中
で
撮
影
し
た
写
真　

点
を
展
示
し

��

ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
���
���
���
��
�
�
�

ふ
じ 

い 

て
つ

会
期
▼
�
月　

日
�
〜
�
月　

日
�

��

��

　

新
見
ゆ
か
り
の
洋
画
家
・
藤
井
哲
（
�
�
�

�
�
�
�
�
�
）
は
、
大
正　

年
岡
山
市
に
生

��

ま
れ
ま
す
。
少
年
時
代
は
父
親
の
仕
事
の
関
係

で
各
地
を
転
々
と
し
、
一
時
期
、
新
見
で
過
ご

し
ま
す
。　

歳
の
時
、
満
州
に
渡
り
国
立
大
学

��

ハ
ル
ピ
ン
学
院
で
ロ
シ
ア
語
を
学
び
ま
す
が
、

翌
年
学
徒
出
陣
に
よ
り
徴
兵
。
終
戦
後
は
シ
ベ

リ
ア
で
の
�
年
間
の
抑
留
生
活
を
経
て
新
見
に

帰
り
ま
す
が
、
ロ
シ
ア
語
を
活
か
す
仕
事
を
求

め
上
京
、
洋
書
会
社
に
勤
務
し
、
後
に
大
阪
転

勤
と
な
り
ま
す
。大
阪
で
は
絵
画
サ
ー
ク
ル「
レ

ア
ラ
・
ロ
ン
ド
」
に
所
属
し
、
勤
め
な
が
ら
絵

を
学
び
、
関
西
独
立
展
や
豊
中
市
展
な
ど
で
入

選
、
画
家
・
藤
井
哲
の
出
発
点
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
好
き
な
絵
に
対
す
る
思
い
が
止
ま

ず
、
そ
れ
ま
で
勤
め
て
い
た
会
社
を
辞
め
、
プ

ロ
の
画
家
を
目
指
し
、
大
阪
市
立
美
術
研
修
所

に
入
所
、
昭
和　

（
�
�
�
�
）年
に
は
首
席
で

��

修
了
し
ま
す
。
東
京
中
央
公
論
画
廊
で
の
個
展

を
機
に
上
京
。
個
展
を
中
心
に
作
品
を
発
表
し

ま
す
が
、
絵
の
勉
強
を
す
る
た
め
ゴ
ヤ
の
世
界

を
求
め
ス
ペ
イ
ン
へ
渡
り
、
プ
ラ
ド
美
術
館
、

王
立
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
美
術
館
で
研
修
生
と

し
て
ゴ
ヤ
の
模
写
に
取
り
組
み
ま
す
。
昭
和　
��

（
�
�
�
�
）年
に
は
一
時
帰
国
し
、
東
京
と
大

阪
で
「
ゴ
ヤ
の
模
写
展
」
を
開
催
、
大
き
な
反

響
を
呼
び
ま
す
。
そ
の
後
再
び
ス
ペ
イ
ン
へ
。

ペ
ル
ー
、
ボ
リ
ビ
ア
に
も
渡
り
、�
ア
ン
デ
ス

に
生
き
る
人
々
�
を
取
材
、
ス
ペ
イ
ン
か
ら
ア

ン
デ
ス
へ
と
そ
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
は
拡
が
り
を

見
せ
ま
す
。
晩
年
に
は 
終 
の
シ
リ
ー
ズ
と
な
る

つ
い

沖
縄
・
読
谷
村
シ
リ
ー
ズ
の
制
作
に
取
り
か
か

り
ま
す
が
病
の
た
め
未
完
に
終
わ
り
ま
す
。

　

本
展
は
、
平
成　

年
�
月
に
亡
く
な
っ
た
藤

��

井
哲
の
画
業
を
、
油
彩
画
と
素
描
画　

点
で
振

��

り
返
り
ま
す
。

�
���
���
��
�
�
�
�
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���まで

THU FRI SAT

��

��
交通事故相談
���：��～��：��
�新見市総合福祉センター
�生活環境課生活交通係
　（�����）

�
心配ごと相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�社会福祉協議会哲西支所
　（�����）

����
心配ごと相談
��：��～��：��
�やまびこ広場神郷
�社会福祉協議会神郷支所
　（�����）

市政懇談会
「市長とフリートーク」
���：��～��：��
�神郷保健センター
�企画政策課広報係（�����）

��

��
東京芸術大学宮廻正明教授
の絵画教室（��日～��日）
��：��～��：��
�まなび広場にいみ
�生涯学習課生涯学習係
　（�����）

����
市政懇談会
「市長とフリートーク」
���：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�企画政策課広報係
　（�����）

����
市政懇談会
「市長とフリートーク」
���：��～��：��
�哲多総合センター
�企画政策課広報係（�����）

��

�
第��回新見ふるさとまつり
���：��～��：��
�新見駅前通り特設
　おまつり広場ほか
�商工観光課商工観光係
　（�����）

�
心配ごと相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�社会福祉協議会哲多支所
　（�����）

�



����������
����������

� � �SUN MON TUE WED�

�

���
心配ごと相談
���：��～��：��
�新見市総合福祉センター
�社会福祉協議会本所
　（�����）

人権相談
���：��～��：��
�新見市総合福祉センター
�総務課総務係（�����）

�
心配ごと相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�社会福祉協議会哲多支所
　（�����）

��
農業委員会委員一般選挙　
立候補届出
��：��～��：��
�山村開発センター
�選挙管理委員会事務局
　（�����）

にいみクリーンアップ
ECO運動
��：��～�：���市内全域
�生涯学習課生涯学習係
　（�����）

������
人権・行政合同相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�哲多支局（�����）

��
農業委員会委員
当選証書付与式
���：��～
�山村開発センター
�選挙管理委員会事務局
　（�����）

消費生活相談
��：��～��：��
�山村開発センター
�商工観光課商工観光係
　（�����）

����
農業委員会委員一般選挙　
投票日
��：��～��：��
�選挙管理委員会事務局
　（�����）

岡山県統一ノーレジ袋デー
�参加各店舗（��店舗）
�生活環境課環境保全係
　（�����）

������
心配ごと相談
法律相談（要予約）
���：��～��：��
�新見市総合福祉センター
�社会福祉協議会本所
　（�����）

人権・行政合同相談
���：��～��：��
�新見市総合福祉センター
�総務課総務係（�����）

����������

������
市政懇談会
「市長とフリートーク」
���：��～��：��
�おおさ総合センター
�企画政策課広報係
　（�����）

��
消費生活相談
��：��～��：��
�山村開発センター
�商工観光課商工観光係
　（�����）

��
献血
���：��～��：��
���：��～��：��
�にいみプラザ
�健康づくり課健康支援係
　（�����）

地域子育て支援講座
��：��～��：��
�新見市学術交流センター
�社会福祉協議会本所
　（�����）

��
東京芸術大学宮廻正明教授
の絵画教室
��：��～��：��
�まなび広場にいみ
�生涯学習課生涯学習係
　（�����）

����
心配ごと相談
���：��～��：��
�新見市総合福祉センター
�社会福祉協議会本所
　（�����）

�
市政懇談会
「市長とフリートーク」
���：��～��：��
�山村開発センター
�企画政策課広報係
　（�����）

�����
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■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市  〒���－���� 新見市新見���－�
　新見市総務部企画政策課　������

■ホームページ
　������������	�
��		�	�����������	
　携帯電話でもご覧になれます

平成��年 �月 号  平成��年�月�日 No.��

★�月号の「ハッピーバースデー」コーナーに掲載希望の人は、企画政策課広報係（������）にご一報ください。（締切は�月��日）

ハッピー�
バースデー�

総人口��� ���人  男��� ���人 女��� ���人 世帯数��� ���世帯   （平成��年�月��日現在）

■面積　��� � ���
■ひとのうごき （　 ）内は前月比較
　総人口　������人（－��人）
　　男　　������人（－��人）
　　女　　������人（－�人）
　出生…��人　 転入…��人
　死亡…��人　 転出…��人
　世帯数　������世帯（－�世帯）
　（平成��年�月末日現在）

�������

■固定資産税・都市計画税 ２期
　（納期限：�月�日）

■国民健康保険税 １期
　（納期限：�月�日）

■介護保険料 １期
　（納期限：�月�日）

■後期高齢者医療保険料 １期
　（納期限：�月�日）

今月、満�歳になる子どもたちです。
これからも元気で大きくなってね！
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　新見公立大学建て替え工事のため、にいみ子育てカレッジ交流広場“にこたん”が、８
月３日�から工事期間中、西方公民館に移設します。
■開設日時　水・金・土曜日　１０時～１６時
　※利用者のみなさんには、ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
■問い合わせ先　にいみ子育てカレッジ事務局　（��０６３４）
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